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年 頭 の ご 挨 拶

　2025年の幕開けにあたり、“病む人に
寄り添う医療”を日々実践いただいてい
る職員の皆さまに、深く敬意と感謝を
申し上げますとともに、この１年のご
健勝とご多幸を心よりお祈りいたしま
す。

　昨年は、開院30周年記念事業と病院機能評価受審という
大きなイベントがありましたが、皆さまのご努力によって成功
裏に終えることができました。病院一丸となっての取り組みを
通して、職種や立場を超えたコミュニケーションの機会が
増え、信頼関係が深まったと感じています。それに合わせて、
私たちの行動指針となる「KMCミッション2024」を発出し
たところですが、“一人ひとりがKMC”をキャッチフレーズに、
職員一人ひとりの善き行いの総和が病院のブランド力になると
いうことをお伝えしました。善き行いの第一歩は、安心して
治療を受けていただくために患者さんとご家族の痛みや不安に
しっかりと寄り添うこと。温かみあるホスピタリティ・コミュ
ニケーションの輪が広がる病院でありたいとの思いを込めまし
た。さらに、九州医療センター公式キャラクター “ももろう”の
誕生は、日々忙しく働く私たちの癒やしになったのではないで
しょうか。今年の“ももろう”の活躍にも乞うご期待です。

　ご承知のとおり、昨年末に「国立病院機構（NHO）ビジョン」
が示されました。我が国の医療を取り巻く厳しい現状とNHO
が直面する諸問題を踏まえつつも、NHOの強みと果たすべき
役割を再確認し、未来志向の運営方針が明示されています。
各病院・グループは、それぞれの地域に固有の問題を加味し
つつ、自らの立ち位置と今後向かうべき方向性をNHOビジョ
ンに照らして確認することが求められています。

　人口増加による医療需要の拡大が今後も見込まれる福岡・
糸島医療圏にあって、地域医療の中核を担う九州医療センター
の果たすべき役割は益々大きくなることが必定です。築30年
を超えた病院設備を時代に合ったものへ更新していく必要が
ありますが、健全経営の堅持なくしては叶いません。病床利用
率90%の目標達成にご協力をお願いいたします。また、少子化
に歯止めが掛からない現状にあっては、業務の効率化と人材の
確保・育成に注力する必要があります。一人ひとりのアイデア
をつなぎ合わせることで、安心して生き生きと仕事ができる
環境をさらに充実させましょう。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

病院長　岩﨑 浩己
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　昨年はコロナパンデミック緊急事態
宣言の収束後１年を経て、世の中の活
気がもどり経済活動も回復した年とな
りました。当院では７月に開院30周年
記念祝賀会を催し、たくさんの関係者
の皆様にご出席をいただきました。ま
た、同月の病院機能評価の受審を通し

て、組織横断的に当院の医療の現状を見直すとても良い機会と
なりました。
　今年は病院敷地内北側に放射線治療センター棟が完成し、放
射線治療装置が追加導入されます。私自身、がん（頭頸部領
域）の診療を専門としており、すでに２台体制となっている手
術支援ロボット（da Vinci）の運用の充実を含め、がん診療の
拡充に大きな期待を持っております。我が国では生涯で２人に
１人が何らかの「がん」に罹患し、すべての国民にとって身近
な病気となっていますが、一方で診療機器の進歩、薬物療法の
進歩によりがん死亡率（人口の高齢の影響を除いた年齢調整死

亡率）は減少しています。当院の強みは全診療科が高度な医療
を提供できる「総合力」であり、ほとんどすべての領域でのが
ん診療の提供が可能です。今後も最先端の医療の発信や提供に
向けた努力と進化を継続してゆく責務があると思っています。
　コロナ収束後、さまざまな勉強会や情報交換を対面で行う機
会が復活しました。また、昨年12月には外来の一角に「医療
相談コーナー」を新たに設け、患者さんやそのご家族が気軽に
各種の相談をできるようにしました。講演会の開催、広報誌や
SNSを用いた広報活動もさらに充実させ、患者の皆様や地域の
医療施設の皆様とのコミュニケーションをさらに活性化してゆ
こうと考えています。
　今年の干支は「巳」です。皮を脱ぎ捨て新たな姿に生まれ変
わる姿から、巳年は新しい挑戦や変化を目指す年だといわれて
います。現状維持に満足せず、常に向上心を持ちながら、充実
した１年を目指したいと思います。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

九州医療センターのミッションと
国立病院機構のビジョンに想う

　昨年、岩崎病院長から九州医療セン
ターの７つのミッションが発表されま
した。その中で私がとくに大切に感じ
ているのは「02基本理念を大切にし
た温かみあるホスピタリティ・コミュ

ニケーション」です。最近、電子カルテ冒頭の重要事項に、
何の説明もなく赤色の大きな文字で「DNAR；Do Not Attempt 
Resuscitation =心肺蘇生を実施しない指示」と無造作に書かれ
た診療記録をみかけました。その患者さんは表情豊かで十分な
認識力があり、自分の希望を述べることができ、さまざまな
ケアや治療が必要な方でした。この「DNAR」は、心肺停止時
に無効な蘇生を試みないというだけの意味で、点滴や栄養、
リハビリテーションなど他の生命維持や日常生活動作を改善
するために必要なケアや治療を差し控える指示ではありませ
ん。DNAR方針、延命治療の差し控えについての説明は医師一
人では行わず、看護師を含む医療・ケアチームでそれぞれ検討
し、合意形成を得る必要があります。医療チームはコミュニ
ケーションを大切に、患者中心の医療を念頭に、温かみのある

ホスピタリティで患者家族に寄り添い、ケアと診療に対応して
いただきたいと思います。
　昨年末、国立病院機構（NHO）本部からNHOビジョンが
発出されました。私はビジョンの核心は④国の医療政策への
積極的貢献の部分と思います。ただし、この「貢献」という
言葉は主体性が乏しいと感じました。厚生労働省の関連組織と
して命じられた任務に「承知しました！SURE、SURE！」と応じ
るだけでなく、時には一施設の新しいアイデアで新たな挑戦を
全体で行うことができればと思います。日本赤十字社の「人間
を救うのは人間だ！」のようなスローガンが必要です。自分な
りにNHOビジョンを考えた時、「国民の医療と医療制度を一歩
先へ牽引する」が思い浮かびました。NHO職員には高い志と
情熱ある医療者が多く、結集すれば大きな力を発揮できると
思います。大学病院や国立高度医療センターは「最先端をめざ
す」、NHOは身の丈に合わせて「国民の医療、医療制度、臨床
研究を一歩先へ」牽引する。これで職員のモチベーションや
プライドもさらに高まるのではないかと思います。今年は
巳年、これまでの古い慣習を破り、脱皮して大きく成長したい
ものです。

副院長　中島  寅彦

副院長　岡田  靖
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　新年あけましておめでとうございま
す。2025年の干支は乙巳（きのと・み）
だそうです。乙（きのと）は、十干の2
番目で「木」のエネルギーを表し、植
物が成長し広がっていくことを象徴し、
巳（み・へび）は脱皮を繰り返して成
長することから「再生と変化」を象徴

するということから、乙巳の年は、「再生や変化を繰り返しな
がら柔軟に発展していく」年とされているそうです。長年、当
院の肝胆膵外科を牽引し、臨床研究センター長を務めていた髙
見裕子先生が、お父様の介護のために2024年末をもって退職
されました。常に明るく周りを和ませながら、前向きに組織を
牽引する姿は頼もしく、私はいつも羨望の念を持って見守って

いましたので、退職はとても残念です。一方で髙見先生の退職
によって病院幹部に新風が吹き込まれます。この変化が当院の
発展につながることを祈念したいと思います。当院は現在、経
営的に苦しい状況にあります。人件費の高騰と設備投資の負担
が大きな理由ですが、人と設備は病院の機能を支える基盤です
ので、将来への大事な投資であり、今は我慢の時だと思います。
私は麻酔科医ですが、病院の大きな収益源である手術が、麻酔
科医不足のために十分に行えない状況があり、経営に悪影響を
及ぼしているとともに、患者さんを紹介頂く連携施設の先生方
には手術待ちの長さでご迷惑をお掛けしていることを申し訳な
く思っております。2025年度には何とか麻酔科医を充足させ、
病院の経営状態も改善し、乙巳の年の内に新病院構想が進展す
ることを切望しています。

　新年あけましておめでとうございま
す。昨年も、多くの困難と変化がござ
いましたが、皆様の絶え間ない努力と
ご支援のおかげで無事に乗り越えるこ
とができました。心より感謝申し上げ
ます。
　本年も引き続き、患者様の健康と

安全を最優先に考え、質の高い医療サービスの提供に努めて
まいります。新しい医療技術の導入や薬剤の適正使用の推進を
図りながら、地域医療への貢献を一層深めていく所存です。
　薬剤部としては、今年は注射薬ピッキングシステムの導入や電
子処方箋の発行に向けた体制整備を積極的に進めてまいります。

注射薬ピッキングシステムの導入により、薬剤の管理効率を大
幅に向上させ、調剤業務の迅速化と正確性の向上を図ります。
また、電子処方箋の発行により、患者様の情報が迅速かつ正確
に共有され、医療チーム全体での連携がより一層強化されるこ
とを期待しております。
　昨年の経験を踏まえ、本年はより一層の進化と成長を遂げる
年としたいと思います。新たな課題に挑戦し、全力で取り組む
ことで、さらに高いレベルの医療サービスを提供していく所存
です。職場全体の生産性と士気を高め、患者様へのサービス向
上に繋げてまいります。
　最後になりましたが、皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り
申し上げます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

統括診療部長　甲斐  哲也

薬剤部長　橋本  雅司

　新年、明けましておめでとうござい
ます。令和７年を迎えるにあたり、地
域の皆さまと職員の皆さまに感謝いた
します。令和６年７月に当院は開院30
周年を迎え、病院機能評価3rdG_Ver.3.0
を受審、当院の診療機能とケアの質は

高く評価されました。さて、令和７年は、更なる飛躍の年と
位置付け、医療のデジタル化（DX）推進を目指します。マイ
ナンバーカードを利用した電子処方せんサービスや電子カルテ
情報共有サービスも当院も稼働を開始します。また、近い将

来には、AI技術の発達により、電子カルテ上で、退院時要約や
診療情報提供書作成業務、画像診断レポート作成業務も可能
になり、医師の業務の更なるタスクシフトも可能になるで
しょう。同時に、医療情報におけるネットワーク上のセキュ
リティ対策が必須となります。2030年頃には、すべての医療
機関において標準的な電子カルテの導入により、電子カルテ
情報の共有も可能になるでしょう。
　今後も医療の質と患者満足度の向上を目指し、地域の皆様と
医療機関の信頼を一層深めるよう尽力いたします。本年も
どうぞよろしくお願いいたします。

　福泉  公仁隆
医療管理企画運営部長/医療情報管理センター部長　併任　
地域医療研修センター長/NSTチェアマン/消化器内科（肝胆膵）
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　年頭にあたり、まずは臨床研修に
ご協力頂いているスタッフの方々へ
感謝申し上げます。臨床研修への病院
全体での取り組みが評価され、今年度
も29名の募集定員（総合プログラム25
名、小児科プログラム２名、産婦人科
プログラム２名）に70名を超える応募

がありました。指導医のみならず多職種の指導者の協力のも
と、元気で研修へのモチベーションが高く、コミュニケーショ
ン能力に長けた将来性豊かなフレッシュな研修医を４月には
迎えることができると期待しております。

　さて、2026年度採用の研修医から、福岡県からの要請で
広域連携型プログラムを開始することとなりました。地域医療
を担う医師の確保を目指すものであり、医師少数県の協力型病
院で、２年次に24週以上の研修を含むプログラムです。福岡
県には21名以上の募集が必要とされ、当院には３名が按分さ
れています。他のプログラム同様に興味深いものでなければ
応募して頂けないと思われ、九州、山口の対象となる地域の
協力型病院と連携して行うプログラムを準備しております。
皆様方のご協力で、このプログラムが、当院臨床研修の魅力の
一つとなることを願っております。

　あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては健やかに新年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。
今年は乙巳の年です。乙は草木がしな
やかに伸びて広がっていく意味があり、
巳は草木の成長が極限に達して、次の
生命が宿され始める時期とされていま

す。これまでの努力や準備が実を結び始める時期と言えます。
昨年は、祝３０周年「一人ひとりがKMC」のスローガンのもと、
病む人に寄り添う医療、看護の実践を職員一丸となって取り
組んできました。お互いをリスペクトし、患者さんも職員も

満足できる環境作りにつとめてきました。病院機能評価では
高評価をいただき、看護職員の離職率も大幅に減少しました。
病院公認キャラクターの「ももろう」が誕生し、看護部インス
タグラムも始めました。看護部の活動や教育研修の実際を紹介
しています。皆様にも是非ご覧いただければと思います。
　今年も一人ひとりの善き行いの総和が組織の力となり、地域
の皆様に益々必要とされる九州医療センターであり続けること
ができるよう、前に進んでいきたいと思っています。笑顔の多
い、明るい一年となりますよう、ご支援の程よろしくお願いい
たします。

　新年あけましておめでとうござい
ます。
　旧年中は職員の皆さん方をはじめ、
関係者の皆さん方には、事務部の業務
にご理解、ご協力をいただき改めて感
謝申し上げます。また、地域の医療機
関の先生方には、平素より当院の運営

に格別なご理解、ご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　当院の令和６年度の経営状況は、給与費、材料費、設備関係
費（減価償却費）の大幅な増加により、収支の悪化は避けられ
ず、残念ながら医業収支は赤字という状況ですが、本年におい
ても、健全経営の堅持に向けて事務部職員一丸となって経営改
善・業務の効率化等に取り組むとともに、頼られる事務部門を
目指して、更なる躍進を図っていきたいと考えております。

　また、地域医療構想に沿った病床の機能分化・連携が求めら
れる中、従来にも増して地域の医療機関の皆様方との連携強化
を図っていく必要があると考えておりますので、本年において
も、変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い
いたします。
　話は変わりますが、2025年の干支は「乙（きのと）巳（み）」
であり、乙巳の年は、「努力を重ね、物事を安定させていく年」
といわれております。当院におきましても、従来にも増して患
者さんに寄り添う医療が提供できるよう、これまで以上に努力
を重ねていきたいと考えておりますので、本年もよろしくお願
いいたします。

臨床教育研修センター長　冨永  光裕

看護部長　西山  ゆかり

事務部長　吉弘  和明
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　心不全とは、あらゆる循環器疾患の終末像であり、増悪と寛
解を繰り返しながら、運動耐用能の低下をきたし、生命予後を
悪化させる症候群です。心疾患は日本における死亡原因の２位
であり、高齢者の増加に伴い、高齢の心不全患者が大幅に増加
する「心不全パンデミック」が予想されています。心不全の再
入院は繰りかえすと心臓のポンプ機能や下肢筋力低下などの
身体機能を徐々に低下させ、健康寿命を縮めることから、再入
院を防ぐことが重要です。また、心不全患者が自宅に帰ってか
らも安心して、心不全の増悪なく過ごせるよう、地域全体で
診ることが重要です。５階東
病棟では、心不全患者が心不
全を増悪することなく安心し
て過ごせるために、多職種で
様々な介入を行っています。
　2020年から心不全療養指導士の資格が創設され、当院の循
環器チームスタッフもこれまで述べ14名が資格を取得しまし
た。心不全療養指導士が中心となって、月に２回心不全カン
ファレンスを開催しており、医師・病棟看護師・外来看護師・
理学療養士・MSW・栄養士・薬剤師・緩和認定看護師が参加
して、患者の問題点や退院に向けて必要な介入などについて話
し合っています。多職種でカンファレンスをすることで、それ
ぞれの視点で意見を出し合い、様々な工夫を行いながら心不全
患者の支援を行っています。
　2023年から県全体の循環器患者に対する包括的な支援体制
を構築することを目的に、福岡県内で唯一、当院に「福岡県循
環器病総合支援センター」が設置されました。当院での治療歴
の有無に関わらず、循環器疾患に関する相談を受け付けてお
り、様々な疑問や不安に対して心不全療養指導士が悩みに応じ
た解決策を一緒に考え、心不全予防に向けた支援を行ってい
ます。11月１日には、福岡県と連携して『福岡県地域包括ケ

九州医療センター　心不全チーム九州医療センター　心不全チーム

心不全患者を地域で支える～福岡県地域包括ケアシステムとの協働を目指して～心不全患者を地域で支える～福岡県地域包括ケアシステムとの協働を目指して～
５階東病棟５階東病棟　　　

アシステムとの協働のための研修会』をハイブリッド形式で開
催しました。多数の施設から参加があり、当院での取り組みや
ハートノートの活用について意見交換や周知を行うことが出来
ました。ハートノートとは、大阪心不全地域医療連携の会が始
めた自己管理ノートで、当院では2023年６月に導入しました。
血圧や体重、自覚症状などを毎日記載し受診行動に繋げるとと
もに、医療機関同士が連携するためのツールとしても活用でき
ます。ハートノートは、症状を点数化することで、点数に合わ
せてどのように行動すればよいか明記されており、心不全の増
悪に自分自身で気づき、どのタイミングで受診すればいいのか
が分かりやすく、早期受診につなげやすいという利点があり
ます。ハートノートを導入して約１年半で導入件数は70件と
なり、その間心不全増悪で再入院となったケースが７件ありま
したが、うち５件はハートノートで心不全増悪に気づき、早期
受診することができていました。また、退院後も継続して患者
を支援できるよう、ハートノートを活用して外来看護師と患者
情報を共有しながら、外来受診時にハートノートの記載状況や
体調の変化、質問などに対応しています。退院後に訪問看護な
どの介護福祉サービスを利用する患者については、退院前カン
ファレンスで在宅医療従事者との情報共有を行っていますが、
今後は地域で心不全患者を診ていく共通のツールとしてハート
ノートを普及させる必要性を感じています。当院から地域の急
性期病院、回復期・リハビリ病院、そしてかかりつけ病院に
ハートノートを発信していくことで、心不全患者の自己管理と
早期受診に繋がることを期待しています。
　今後さらに増加が見込まれる心不全患者が、退院後も疾患と
うまく付き合いながら自分らしく生活できるように、「福岡県
循環器病総合支援センター」として地域の医療機関と協働して
いきたいと思います。
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ダヴィンチ　２台体制
耳鼻咽喉科・頭頸部外科　瓜生  英興

ロボット支援手術 da Vinci Xi 2 台体制
　九州医療センターでは、2013年よりロボット支援手術を導
入し、これまでに約2,000件の手術が行われています。当院では、
米国の Intuitive Surgical 社製「da Vinci Xi」システムを２台体制
で運用し、６つの診療科がこの技術を活用しています。泌尿器科、
消化器外科、呼吸器外科、婦人科、肝胆膵外科、そして耳鼻咽喉科・
頭頸部外科と、幅広い領域で利用されています。
　ロボット手術の導入当初は先進的で特別な治療とされていま
したが、現在では多くの症例において日常診療の一部となって
います。これは、医師やスタッフがその利便性と安全性を認識
し、技術的な習熟が進んできたからにほかなりません。医師は、
ロボット手術の導入により「手術の精度が格段に上がり、手術
中のトラブルも減少した」と実感しています。「大事な神経や
血管の温存がしやすく」、「開腹手術と腹腔鏡手術の良いところ
を併せ持つ」ロボット手術は、患者さんの負担を軽減し、より
良い治療成績をもたらしています。
　「ロボットが自動で手術を行う」という誤解がありますが、
実際にはそうではありません。ロボット手術は、あくまで外科
医の操作によって行われるものであり、その精度と結果は外科
医自身の知識と技術に依存しています。ロボットは医師の手を
補助するツールであり、細かな操作を可能にすることで治療の
質を向上させる役割を果たしています。

耳鼻咽喉科・頭頸部外科におけるロボット支援手術
　耳鼻咽喉科・頭頸部外科においても、ロボット手術は重要な
役割を担っています。咽頭癌や喉頭癌に対して 2022 年よりロ
ボット手術が保険適用されました。九州各県でも頭頸部癌にお
けるロボット手術が始まっていますが、当院が最も多くの症例
経験を有しています。

　頭頸部は顔面から鎖骨までの範囲を指し、首、口、鼻、喉、
唾液腺、甲状腺など多くの重要な機能を持つ部位を含んでいま
す。この領域における癌治療では、根治を目指すことはもちろ
んですが、患者さんの生活の質（QOL）をいかに維持するかが
重要なテーマとなります。発声や嚥下などの機能を維持しなが
ら治療を行うことが求められ、整容的な観点からも極力顔や首
に切開を行わないことを目指します。
　従来、頭頸部癌手術では顔面や頸部からの切開が必要でした
が、内視鏡手術により侵襲が減り、さらにロボット手術によっ
て精度と安全性が大幅に向上しました。

ロボット手術を支える九州医療センターの力
　九州医療センターでのロボット手術は、日々の臨床現場にお
いて患者さんに最善の治療を提供するための手段となっていま
す。患者さんの生活の質を考えた治療を追求し、医師たちの技
術と知識を最大限に活かすことができるロボット手術は、これ
からも地域医療の中で重要な役割を果たしていきます。
　一方、da Vinci Xi のような高度で複雑なシステムの導入は、
麻酔科・看護師をはじめとした手術室スタッフ、臨床工学技士
（Medical Engineer: ME）、さらに INTUITIVE 社との調整を行う事
務方など、多職種によって支えられています。また、ロボット支
援手術に対する患者さんの不安に対しても、外来や病棟のスタッ
フが丁寧に説明を行っています。外科医の熱意を病院全体で支え
ることが、九州医療センターの本当の力だと感じています。
　今後も、九州医療センターでは最新の技術を取り入れ、地域
の皆様に安心して治療を受けていただける医療環境を提供して
いくことを目指しています。ロボット支援手術は、その一環と
して、患者さんの負担を軽減し、治療の効果を最大化するため
の重要な手段であり続けるでしょう。

da Vinci Xi システム 耳鼻咽喉科・頭頸部外科にてXi 導入時のシミュレーション
（医師が患者さん役をしています）
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はじめに
　昨今の医療現場では医療機器の使用は不可欠であり、医療機
器の高度化・複雑化も相まって医学と工学の知識を備えた専門
職である臨床工学技士への関心は高まっています。
　臨床工学技士の業務内容は、生体にとって不可欠である
「循環」・「呼吸」・「代謝」の機能を代行する生命維持管理装置
の操作を筆頭に、医療機器の保守管理・運用マネージメント・
教育などを行うことにより医療機器の効率的な運用に寄与して
います。今回当院での臨床工学技士の業務について紹介したい
と思います。

業務紹介
　当院MEセンターは13名の臨床工学技士により構成されてお
り、以下の５つを業務の柱としております。
１．医療機器管理業務
２．手術室部門業務
３．血液浄化部門業務
４．集中治療・救命救急部門業務
５．不整脈・心臓カテーテル部門業務

　汎用性の高い医療機器６機種（輸液ポンプ・シリンジポン
プ・経腸栄養ポンプ・低圧持続吸引器・フットポンプ・人工呼
吸器）の中央管理を筆頭に、院内2500台以上の医療機器の保
守管理を行っており、事務部門と連携し医療機器購入から廃棄
までの一元管理を実施してい
ます。また、医療機器の適正
運用を目的としたコンサルタ
ントおよびコスト削減・医療
スタッフに対する医療機器研
修会の開催などを行うことに
より、院内医療安全の向上に
努めております。

　手術部では年間約5500例の手術が行われており、各診療科
が円滑に手術を行えるよう、麻酔科医・看護師と連携しながら
手術部運営に関与しています。また人工心肺関連装置の操作、
ロボット支援手術（daVinci手術）での技術支援、脳神経モニ
タリングなど幅広い範囲で臨床技術支援を行っています。

　当院血液浄化センターでは年間延べ3000件以上の血液透析
を実施しており、アフェレシス療法も積極的に取り組んでいま
す。地域の中核を担う血液浄化療法を提供すると共に、常に安
全な治療が患者に提供できるよう各機器の保守点検にも取り組
んでいます。

　集中治療室および救命救急センターでは、人工呼吸器をはじ
め補助循環措置（IABP・ECMOなど）、血液浄化装置などの生
命維持管理装置の操作および保守管理などを行っています。特
に補助循環装置については緊急性も高く迅速な対応が不可欠で
あるため、医師・看護師と連携して最善の臨床技術支援を行っ
ています。

　不整脈治療では、アブレーション治療時に使用する3D 
Mapping Systemの操作やペースメーカー植込み時に使用する
プログラマ操作などの臨床技術支援を行っています。心臓カ
テーテル検査および治療で
は、ポリグラフ装置の操作、
イメージングモダリティ
（IVUS・OCTなど）の操作
を行っており、循環不全時
には補助循環装置によるサ
ポートも行っております。

最後に
　臨床工学技士は周術期部門や緊急性が高い部門での業務が多
いため、臨床工学技士との関係が少ない診療科や部署にとって
は「医療機器に詳しい技士さん」というイメージが強いのでは
ないかと思います。医療機器に精通しているのはもちろんのこ
とですが、医師をはじめとする多職種と連携することにより
チーム医療の一員として臨床に深く関与しています。また医療
機器の操作・管理を通じて臨床技術支援を行うことにより、最
新最善の医療技術を日々提供できるよう尽力しています。これ
からも当院MEセンターをよろしくお願いいたします。
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医事統計  患者数・診療点数の推移

１日平均
外来患者数

１日平均
入院患者数
（在院）

紹介割合
推移

入院
1人 1日当り
診療点数

外来
1人 1日当り
診療点数

■令和６年度は、月平均在院患者数605人と、病床利用率86％達成に向けて取組んで行きましょう！（令和６年11月現在の暫定値）
　外来新患者数は、令和６年11月までの実績で15,841名と前年同月までと比べ803名の増となっています。今年度も、新紹介患者の確保と逆紹介の推進が重要となります。１日平均外来患者数
は、11月までの実績で881.3名と前年同月までの実績（879.0名）と比較して2.3名の増となっております。
　１日平均入院患者数は令和６年11月までの実績で588.8名と前年同月までの実績（573.6名）と比較して15.2名の増となっております。新入院患者数は11月までの実績で前年同月までと比較
すると31名の減となっております。平均在院日数につきましては、昨年度と比較して0.2日増えて12.1日となっております。
　入院１人１日当たり診療点数は、令和６年11月までの実績で8,682.4点と昨年の実績と比較すると161.8点の増となっています。外来1人1日当たり診療点数については、令和６年11月までの
実績で3,319.7点と昨年同月までの実績と比較して26.7点の増となっております。
　紹介割合は、11月までの実績で91.0％となっており高い割合を維持しています。


